
「ふるさとの学び特別賞」  
 

学校名   高浜町立高浜中学校 校長名      時岡 常和 

住 所    福井県大飯郡高浜町宮崎 70-15 

 

１.推薦理由   

予測困難な時代において、目の前の事象から解決すべき課題を見いだし、主体的に考え、多様な人と協働

的に議論し、納得解を生み出し、行動する力が求められている。そのために本校では、社会に開かれた教育

課程の実現に向けて、地域の多様な人や教育資源と関わりながら、子どもたちが地域社会とのつながりの中

で課題を見いだし、主体的・協働的に解決する学びの場として、総合的な学習の時間において SDGs と関連

づけた企画提案型の探究学習「高浜未来創造プラン」を実施している。 

子どもたちは地域の人と課題を共有し、多様な地域の人の力強いサポートと連携のもと主体的に探究学習

に取り組んでおり、創造力、他者との協働力、主体性、社会性、郷土愛、地域貢献、情報収集・活用力、マネジ

メント力など多くの成果が得られ、子どもたちにとって有意義な実践となっている。 

２．活動内容テーマ  「＜探究型＞高浜未来創造プラン」 

              たのしく かんどう はっけん まなび 生徒の自主性を育む探究学習 

＜対象学年＞ 全学年 237人 4８グループ  

1年生 93人：20グループ、2年生 76人：１２グループ、3年生 68人：16グループ  

＜具体的な取組＞  

 この取組は、1 年から 3年まで全校で段階的・系統的に取り組んでいる。探究活動は、年度終結型ではなく

次年度への繰り越し可とし、異学年交流も可としている。地域と共にある学校を目指し、子どもたちは、地域

の人と課題を共有し、多様な人の力強いサポートと連携のもと、地域の自然、環境、歴史文化、伝統など、

『人、もの、こと』に SDGsを関連づけた企画・提案型の探究学習に主体的に取り組んでいる。 

探究学習の具体的な方法として、①地域の人や団体との連携協力、②異校種連携（校区内小学校、保育

所、舞鶴工業高等専門学校、近隣県立高校）、③取組の進捗状況の全校掲示、④起案書と報告書作成、⑤研

究発表会の実施、⑥評価方法はルーブリック評価（生徒相互評価と外部評価）、⑦教育資源・人材リストの作

成、⑧実践が定着するために適切に縦割り活動を取り入れる、⑨起案書と報告書を冊子にまとめ蓄積し、次

年度以降の学習の参考とするなど全職員で共通理解して取り組んでいる。 

＜評価について＞ 

ルーブリック評価（生徒相互評価、地域や保護者などの外部評価）を実施。獲得したい４つの力『探究する

力』、『協働する力』、『社会参画する力』、『自己実現する力』を意識し、生徒自らが評価項目を設定して取り

組んでいる。生徒一人一人が自らの成長度をふりかえり、自分の成長を見える化することで、次なる挑戦・取

組へのステップへとつなげていきたいと考えている。 

＜地域課題への取組内容、地域の人々との関わり＞ ※全 4８グループの活動の中から１つを紹介 

 砕導山城跡の魅力発信（散策ルートの整備、休憩用ベンチ製作、案内板製作設

置、魅力を紹介するＰＲ動画、壁新聞（公民館や福井銀行各支店）、地域の小学生

や保護者を招いた砕導山城「探訪ツアー」の実施、マスコットキャラクター、ジオラ

マ製作など山城保存会やライオンズクラブ、地域の大工や書家等地域の多様な人

にサポートを得ながら、県内最大規模の山城の魅力発信に取り組んでいる。） 

３． 年間活動実績（12月以降の予定を含む） 

●５月～６月 課題（テーマ・問い）の設定（地域との連携、地域課題の投げかけ、地域のＳＯＳ） 

町会議員と語る会、講演会（町行政、舞鶴工業高等専門学校、株式会社エルローズ、ＵＭＩＫＡＲＡ、

民生委員、砕導山城保存会、地域医療など多様なゲストティーチャーを招いた講演会の実施） 

●７月 起案書の作成（テーマ、問い、設定理由、情報の収集） 

●９月 体験・調査活動、フィールドワーク、ゲストティーチャーなど実施（情報の収集・整理・分析） 

●研究実践（研究報告書、プレゼンテーション作成） 

●１２月～２月中旬 研究発表会（まとめ・表現） 

研究発表会の実施 ３年生：１２月１５日、１年生：3月 2日、２年生：3月 3日 

●3月 まとめ・振り返り（ルーブリック評価）  

４．提出書類リスト 

起案書（一部）、活動一覧表（課題一覧）、活動写真、新聞記事、ルーブリック評価表 


